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遺伝学的手法を用いた日本市場に流通する

鯨製品の種判定と個体識別

しはじめに

近年のi宣伝学の急迷な進展に伴い、市場に流

通する鯨類のみならずウナギ類、マグロ類、ブ

タ類等、また海外ではキャビア（チョウザメ）、

海ガメ、鰯脚類についてそれらのDNAを認べ

ることによりその種類を判定できるようになっ

た。この中でも、鯨類は穏判定に関して最も研

究が進んでいる生物の lつであり、鯨類の場合

は緩類によっては穏のみならず、楼忠海域を推

定できたり俗体識別が可能になる。つまり、予

めDNA情報が登録されていれば、その監事掬あ

るいは加ヱ品が捕獲あるいは混獲した場所と日

時が明らかになる。これは、人悶における‘戸

籍’に相当する縁類の登録制度を確立しておけ

ば、流通の管理あるいは違法鯨肉の密翰や露漁

の監視に大きく主主l試することを怒味する。また、

後 藤隆 夫 （日本鯨類研究所）

大規模な市場調疫における鯨製品の穏判定はど

の様な鯨荘重が流Ji!iしているかを誠べるためだけ

ではなく、国際術館委員会（!WC）が行ってい

る、鯨類資源の管理を目的とした改訂管理方式

（宜MP）による捕獲頭数を鉢出するためのー要

系として重要度が増している。

現在、日本の市場に流通する可能性のある鯨

磁は、

I ）日本政府の特別許可の下に毎年捕獲されて

いる南氷洋ミンククジラと北西太平洋産ミ

ンククジラ

2）沿岸小型捕鯨によるツチクジラやコピレゴ

ンドウ

3）突線操業と追い込み操業によるイルカ類

4) 1987年までに我が図の沿岸捕鯨で捕獲され

たニタリクジラ、ミンククジラおよびマツ

コウクジラ



5）アイスランドから1991年までに事詩人された

ナガスクジラおよびイワシクジラ

であるが、実際には

6）混獲あるいは座礁した鯨類

の肉も一部流通しているのが現状である。

!WCによる「商業捕鯨モラトリアム」が我が

闘で効力を発開した1988年を契機として、監事製

品の生ilH誌が著しく低下し、官llli絡が高騰したこ

とに伴い、従来地元j由貿の色彩が強かったイル

カ績を主とする小君主鯨類に対する漁獲努力が上

昇し、その製品も日本陸l内に広く流通する様に

なった。また、 !WC非加目立悶からの巡法な官官

翰・ ltii≪も、時折マスコミに取りざたされるよ

うになった。

このような現状を受けて、当研究所は水産庁

の指導の下に羽本国内に流通する多岐にi度る鯨

種、あるいは可能な限りの鯨製品の出所を把担遣

することを目的として、大規綴な綿製品の市場

調査を行い、それらの右翼本に対してi遺伝学的手

法を用いた鰍磁判定、および限定された鯨額に

対しては俗体識別作業在行っている。これまで、

当研究所では1995年に呂本の小売店で隣人した

鯨肉あるいは加工品175標本（そのうち1631;謀本

について種あるいは科を｜可定）および同年に

1宜AFFICJapanとの共同総査による531!謀本（伺

47校、本）の鯨額判定を行い、その結果を!WCに

報告している（Governmentof Japan, 1997a; 

1997b）。

本報では1996年に行われた市溺調査で購入し

た標本の車車種判定結果の概姿について説明し、

一部1謀本に対する偲体識別の一例についても紹

介する。また、これらの結果を受けて生じた問

題点とこれからの研究の方向性について議論し

たい。なお、本文中の巡伝学用語については、

『館、研述倍』 384号および389号に詳細な記述が

あるので、そちらを参照されたい。

2.遺伝学的手法を用いた鯨種判
定および個体識別法

当研究所は鯨種判定にはmtDNA、個体識別

には核DNAのマイクロサテライト領域を用い

ている。以下にそれぞれの特性およびその判定

あるいは識別方法について述べる。
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2 .1 mtDNAを用いた鯨種判定

2.1.1 mtDNA＜の特性

細胞内の小器官であるミトコンドリアには、

核DNAとは独立した、母系巡伝するミトコン

ドリアDNA（血tDNA）が存在する。受精の際

に、結子由来のミトコンドリアは卵子の中に入

り込まないので、その子のmtDNAの配列パタ

ーンは母貌とだけ｜弓じになる。これを母系i遺伝

という。このmtDNAは核DNAと比絞して塩基

澄換)fil）］）＇が5～10倍程度速いため、核DNAと比

べて数倍も多くの変異が言叙説されている。この

ような特徴を利用して、これまでmtDNAは穏

問あるいは務内の巡伝的な異同や系統泌係を解

析する道具として用いられてきた。この

mtDNAの領域内には塩基置換率が他の領域よ

り2』～5倍程度高く、耳目列上の約6%を占める

制御領域が存在する。これまで、多くの鯨務で

制御領域の境基配列が解読され、その耳塩基配列

は穏i渇で異なることが報告されている。さらに、

北太平洋、北大西洋および南半球に生息するミ

ンククジラの制御領域の場基配列を比較する

と、各海域に特有の峰基配列パターンが見られ

ることも明らかになっている。したがって、鯨

肉あるいは鯨JJa工品のmtDNA制御領域の主主主主

配列を免卒読することによりこれらの鯨穏だけで

はなく額によってはその生息海域をも 1＂／~Uする

ことが可能になる。

2.1.2露車種判定の手際

鯨認判定の手順を以下に簡単に示す。

I ）主謀本からのDNAの抽出

2) PCR法による mのNA!制御鎖域の増穏

3）塩装置cJJJc試料配列）の解読

4）既知の鯨穏の場基居間iJ（裂配列）と比較す

ることによる鯨穣判定

DNAのrui出・精製に際し、組織の種類は特

に陀わない。実際にDNAの抽出に用いる組織

鐙は50mg程度なので、 t1i集滋は最低約 Ig 

(lcm四方）あればよい。保幸子方法は冷蔵、冷

凍、 70%エタノール磁定あるいは塩裁でも使用

可能である。また、多少腐敗した組織や骨から

のDNAの抽出が可能である。さらに、ベーコ

ンや缶詰など加然処理された鯨加工品からも拍

出することができる。
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2.1. 3歯車種の型配列

現在、当研究所がデータベースとして保有す

る豊富筏の型配列は、表 1 (p.8）に示した異な

る海域由来の数個体を含む29穏である。これら

の型耳目列は

1 ）既報のデータベース

2）日本鯨類研究所の捕獲調査で得られた捕獲

｛間体や、自視調査で得られたバイオプシー

によリ採集された標本

3）日本沿岸に座礁混獲した鯨類から得られ

た様本

4 ）過去の商業捕鯨あるいは長ii~堅調査で採集さ

れ、水産庁遼洋水産研究所が保管していた

綴本

をデータペース化してまま録したものである。

2.2マイクロサテライトを用いた個体

識別法

当研究所では、 1997年より系若手構造の解明に

関する仕事と平行して、マイクロサテライト情

報のデータベース化を進めてきた。北西太平洋

のミンククジラについては、捕獲調査

(JARPN）で採集した498個体／9逃伝子座のデ

ータを既に抽出しており、副産物の市場管理に

おける実用化に向けて、効率的な個体識別の手

法を検討している（阿部， 1998）。マイクロサ

テライトを用いた偲体識別法については、阿部

(1998）に詳細な記述があるので、そちらを参

照されたい。ここでは簡単にマイクロサテライ

トの特性、個体識別の手般について述べる。

2.2.1マイクロサテライトの特性

マイクロサテライトは集団解析に有用な巡伝

マーカーであると陀時に個体識別にも応用でき

る。マイクロサテライトは核DNAの各染色体

に散在し、 2～6塩議の繰り返し単位が縦列に

耳目註している構造（縦列反復配列）が特徴で、

全染色体（ヒトの場合30俗塩基対）に数万コピ

ー（数万境基対に lカ所）が分布している。こ

の繰り返しの回数が個体によって異なっている

場所（巡伝子座）があり、個体ごとに呉なる

DNAの情報を惑溺することにより個体識別が

可能になる。鯨などの隙乳類の場合、父親母

親由来の lセットの遺伝情報を持っているた

3 

め、マイクロサテライトの li監伝子座につき2

つの治報が得られる。そのため、あるミンクク

ジラの個体で9i蜜伝子践すべてについてデータ

が検出できれば、合計18倒の情報が傍られる。

個体識別に利用することができる巡伝子座は績

や生怠域によって具なっており、各鯨種毎にi監
伝子座の選定を行うことが必要である。個体識

別を行うために、笑機上いくつのマイクロサテ

ライト巡伝子座が必主主であるかという問題につ

いては、遺伝子陸の多型性や生物集団の大きさ

にも左おされるので一概には言えないが、一般

的には8～10個程度必要だと言われている（阿

部私信）.

2.2.2個体識別の手用車

個体識別を行う場合、予めその対象鯨種に有

用な（多型を示す）マイクロサテライト領域

（巡伝子座）の選定を行う必婆があり、さらに、

既存の全標本について僧体登録が行われている

ことが必要条件となる。市場語審査で得られた機

本と登録済みの俗体との照合作業は以下の通り

である。

1) DNAの抽出（m① NAと同じものでよい）

2) PCRおよび電気泳動によるマイクロサ子ラ

イト多裂の検出およびデータの収集

3）受録済みデータベースとの，羽合

3.材料と方法

3. 1標本の収集

日本政府の依頼を受けて当研究所が派巡した

2名の調査良が1996年の3月から 6月にかけ

て、表2 (p.9）に示した28都道府県の市場あ

るいは小売店から鯨肉あるいはベーコン、塩j議

皮等の鯨！J日ヱ品（以下鯨製品とする） 353隊本

を収集した。基本的には訪れた県のできるだけ

多くの店を訪問し、鯨製品の販売が機認された

場合、その肉店が販売する全ての鯨製品を購入

した。！！注入に際しては、

1 ）購入者氏名

2）絡入日

3）店名・住所・危話番号

4）鯨加工品の種類（赤肉、ベーコン、さらし

クジラ等）



5）販売時の録、滋表記

6）値段

を各製品毎に記録した。

3 .2 mtDNA分析

購入された鯨製品は冷凍状態で当研究所鮎

J II笑験土器に送付し、一時保管した。採本からの

DNA抽出、 mtDNA制御！領域の摺闘および300

～350趨接対の塩基配列の解読に至るまでの作

業は、制御領域を増編する 1組のプライマーを

指定して、宝酒造株式会社（滋賀県大津市：以

下TaKaRaとする〉に委託した。 TaKaRatこより

各機本の島卒読された峨基調cJ'lj（以下試料配列と

する）を入手後、比較対照とする統知の各鯨種

の境基配列（型喜朗Ulと試料配列のアライメン

ト (I司じ様な況列をそろえる）作業を行い、コ

ンヒ・ュータープログラム“PHYUP'’（Fe!田郡白in,

19由5）をもちいて、応mura(1980）の2ーパラ

メータ一法で補正を行った議伝~§隊行列を基

に、近隣結合法（S目白uand Nei, 1987）により

型自己列と試料配列の遺伝的な近縁関係を示す系

統樹を檎築した。各試料配列における配置宝の統

計約信車貫性の検討は、 1001到のリサンプリング

法によるブートストラップ分析を府いた。

3.3マイクロサテライト分析

mtDNAの監事穏判定により北西太平洋産ミン

ククジラと判定された事謀本から、 3～5穏類の

マイクロサテライト巡伝子座のデータを検出し

た。それらの結果をJARPNで得た会偶体のマ

イクロサテライト情報と照合し、僧体悉号の問

定を試みた。なお、本鯨種を潤いた理自は、当

研究所では統にJARPNで採集された全般体を

対象にして、集団構造の解析を隠約に解析を行

っており、個体識別情報は絞も議秘されている

鯨額であることによる。

4.結果

本研究で採集した353標本のうち、 341綴本に

燃して鯨種あるいは科の特定を行うことができ

た。他の12綴本については全く DNAが狛tllさ

れなかったか、あるいは摘出されても明確な塩

議配列像力f得られなかった。これらの主謀本はサ
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ラシクジラ（3）、 コロ（2）、皮（2）、監事大手口煮

(3）、くじらジャーキー (1）、くじら肉照り燐

き（1）であった（かっこ内は擦本数を示す）。

以上の却lヱ品は怒類によっては鯨種を判定でき

ているものもあるので、これらの主謀本に限って

言言えば、加工品の製造課稜でDNAが変成ある

いは消化された可能性が高いと考えられる。

以下に341線本にi刻する車車種毎の穏判定結果

を述べる。

4. 1鯨種判定結果
3.2の現に示した方法を用いて系統磁を総築

すると、ある種の型自cJ"iJと同じ穏と考えられる

試料配列はその近くに配置して同じグループを

構成し、さらに、その記澄は高いブートストラ

ップ値で支持される。以上の方法を用いて行っ

た鯨穏判定結果の紙要を以下に述べる。なお、

図 1～5 (p.10～11）のコード（例： S-54, 0-

102）は採集者の名前の頭文字とそれぞれの採

集番号を窓味している。

4. I I 南氷洋ミンククジラ

解析を行った341綴本のうち、最も多く判定

された鱗穏は南氷洋ミンククジラであり、

151様本が同定され全体の44.3喝を点めた。南半

球il!i媛小型（ドワープミンククジラ）、北太平

洋、日本海および北大碩洋産ミンククジラを比

絞対照群として檎築した系統括iを図 I (p.10) 

に示す。図中のかっこ内の数値は悶じ塩基配列

（ハプロタイプ）を持つ個体数を示す。

4. I 2北半球産ミンククジラ

南氷洋ミンククジラ、南半球産媛小裂および

北大西洋産ミンククジラを比較対照群として構

築した系統樹を図 2 (p.10）に示した。北西太

平洋産ミンククジラと考えられた機本は邸機本

が確認された。問中のかっこ内の数値は向じ塩

基配列（ハプロタイプ）を持つ個体数を示す。

これまで日本海に分布する系群（ J系群）と

オホーツク海から北関太平洋に分布する系務

(0系若手）はi宣伝的に奥なることが明らかになっ

ている（Gotoand Pastene, 1997）。さらに、

mtDNAの趨装配列データを用いて、個体レベ

ルでの系群由来を捻定する方法も検討されてい
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る（Go胎 etal., 2000）。この方法論にあてはめて、

北西太平洋産ミンククジラと判定された65標本が

どちらの系群に属するかを検討した結果、図中に

Aで示した9標本がJ系群由来と推定された。

4.1.3その他のヒゲクジラ類

図3 (p.10）にマツコウクジラを比較対照群

として構築したその他のヒゲクジラ類の系統関

係を示す系統樹を示した。その結果、ニタリク

ジラの製配列と隠じグループに含まれる4擦本

と、ナガスクジラの型配列と悶じグループに腐

する12桜本が確認された。ニタリクジラの型語E

Jljは南アフリカ（BRYDES-1) I個体と北太平

洋の2偲体（B丑'.YDES-2,3）の計3型を用いたが、

4標本は北西太平洋の鍛体により近縁であっ

た。また、ナガスクジラは北太平洋産と北大西洋

産ナガスクジラを製配列として用いたが、 12綴本

はすべて北大西洋産と符じグループを構成してい

た。さらに北太平洋産ザトウクジラ I様本とB本
近海に分布が確認されている東シナ海型ニタリク

ジラ（Q.38）と判定される 11謀本が確認された。

4.1.4ハクジラ類

ホッキヨククジラを比較対照群としたハクジ

ラの系統関係を表す系統樹を関4 (p.11）に、

ノ、クジラ類のうちイシイルカを比較対照Htとし
たマイルカ科鯨類の系統綴を関5 (p.11）に示

した。図中のかっこ内の数値は悶じ塩基配列

（ハプロタイプ）を持つ俗体数を示す。ハクジ

ラの中ではツチクジラと判定される標本が絞も

多く40標本が確認された。また同じアカボウク

ジラ科鯨殺ではアカボウクジラの型配列にf誌も

近縁な 1擦本とアカボウクジラ科鯨鎮のグルー

プに含まれる l綴本（種不明）が確認された。

さらに、マッコウクジラが2探本とコマツコウ

と判定される 1擦本が磯認された。イシイルカ

は26擦本が観察された。

マイルカ科鯨類ではコピレゴンドウ、ハナゴン

ドウ、ハシナガイルカ、ハンドウイルカ、スジイ

ルカ、マイルカがそれぞれ5,6,1,4,2,4右翼本が確

認された。図5 (p.11）に示した8標本（S-91,

0-78, S-54, 0 102, 0-193, 0-114, 0-43, S-55) I立

特定の鯨種と陀じグループに属さないかあるい

は属しても相対約に製配列とのi遺伝距離が透か

「

' 

ったため、種を特定することができなかった。

4.1. 5車車種判定のまとめ

mtDNAによる綴判定結果の綴皇室を県別、車車

種別に表2 (p.9）に示した。表に示す下の二

段はそれぞれ本報で確認された鯨穏数と、その

ハプロタイプ数を示している。 mtDNA分析の

場合、異なるハプロタイプであればそれらは別

偲体であることは羽らかである古え 1司じハプロ

タイプを持つ個体についてはそれらが問ーか別

個体は判断できない。したがって表2の雨氷洋

ミンククジラの場合151綴本が悶穏と判定され

たが、少なくとも95俗体がその中に含まれると

判定される。正確な個体数を求めるためにはマ

イクロサテライトによる偲体識別が必裂にな

る。

4.2マイクロサテライトによる個体識別

mtDNAによる鯨種判定によって、北西太平

洋産ミンククジラと特定された65桜本につい

て、マイクロサテライト分析による俗体識別を

行った＠その結果、全擦本中 l機本が19島4年度、

27標本が1995年度のJARPNで採集された偲体

で、そのうち 2標本が同一個体と判定されたも

のが3級あり、 3主謀本が陀ー倒体と判定された

ものがl組であった。また、その他の擦本につ

いては、 JARPN由来以外と考える標本が24機

本あり、このうち2標本が同一個体と判断され

たものが2組であった。さらに、 6綴本につい

ては2偲体以上の肉が混合されていたために識

別が不可能であり、残リの5桜本l立、マイクロ

サテライトの情報からは北西太平洋産ミンクク

ジラ以外であることが疑われた。

5.考察

5. 1種判定法の問題点

ある標本の種特定を行う際に、マイルカ科の

総務についてまれに、系統樹上ではその試料配

列が2鯨穏の割配列の中間に位援することがあ

る。このような場合、どちらの鯨種なのか判断

できない。これはマイルカ科の鱗種については、

鯨穏 l種類につき 1倒体だけをその型配列とし

て用いていることに起l蕊する。明lli在な穏l判定を



行うためには、マイルカ科に腐する各線認の型

配列として周いる侭体数を培やして額内変異の

程度を把握する必要がある。あるいは、種特異

的な配列を示す他の皿tDNA領域（例えばチト

クロームb領域）についても型耳目列の収集を行

う必重きがあるかもしれない。また、データペー

スに属する稜は日本近海に核息するすべての館

穏を網羅していないため、さらなるデータベー

スの充実がき塁まれる。

5.2個体識別法の問題点
本報の北西太弔洋産ミンククジラのマイクロ

サテライトによる個体殺到jで判明した I) 2個

体以上の肉が混合されていた場合と、 2）北西

太平洋産ミンククジラ以外の鯨穏と判定された

原因はそれらの様本の加工過程によると考えら

れる。上記の標本はさらし鯨、赤肉、鹿子（か

のこ）、おばいけ、コ口、ベーコン、ホネハギ

がそれぞれ3' 2, 1、1、2、1およびIj謀本

であった。これらの鯨加工品はコロを除きその製

造過殺で2個体あるいは2種類以上が混合する可

能性があると考えられた。これらの結果は、マイ

クロサテライト情報カt個体識別に緩めて有効であ

ることを示すと同時に、克服しなければならない

新たな問題を提起したと考えられる。

マイクロサテライトによる個体識別では、 2

個体以上混合されている場合に、それらの僧体

を特定することはできない。またバックグラウ

ンドとして予め比絞データが必E主であるため、

現在、当研究所では｛臨休識別が可能な鯨額数を

増やしており、北西太平洋産ミンククジラ、南

氷洋ミンククジラ、ザトウクジラ、ナガスクジ

ラ、ニタリクジラおよびマツコウクジラで識別

が可能になっている。さらに努力を進め、本年

度はシロナガスクジラとセミクジラ、来年度は

沿岸小型捕鯨の対象穏であるツチクジラとコピ

レゴンドウを対象として個体識別のためのマイ

クロサテライト領域の選定を行う予定である。

また、実験に関する技術的な習熟度が、判定

結巣に~塁手を与える可能性も:a定できない。つ

まリ、複数の実験者が河一個体から個別にデー

タを検出する場合においても、全く同じ結泉が

待られなければ、他体識別として意味をなさな

い。こういった事態を避けるためにも、既知の

-6 
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標準標本を用いて笑霊長の条件を研究室関（実験

者間）で統一し、個体識別の精度を終持する努

力が必要であろう。

5.3その他の問題点
その他の向題点としては、街頭販売時の監事穏

表記があげられる。表3 (p.9）にDNAによる

判定鱗穣毎の販売鯨重量表記数を示した。この表

からも明らかなように、全体の約74%が販売時

に無表記であることがわかる。実際の種名と異

なる表記を行っている例も多い。

また、市場認ままのサンプリング方法は呂的によ

って異なってくると考える。伊jえば北西太平洋瑳

ミンククジラの場合、市場におけるJとO系1l干の

混合率を推定するのであれば、統計的に｛確立され

たランダムサンプリング法を用いるべきであろ

う。また、 i室法鯨穏を確認したいのであれば、地

域や店頭を限定した採悠法でも目的は迷成される

だろう。したがって、目的に応じたサンプリング

方法の選定が重要であると考えられる。

6.流通管理における将来に向け
ての可能性あるいは提言

鯨査員に関するDNAを用いた登録時計ill立はノル

ウェーが先駆的な仕事を行っている。オスロ大

学法医学教室のOlais聞を中心としたグループ

は、自閣で1996年から捕獲された北大磁洋産ミ

ンククジラに関して、マイクロサテライトを用

いた偲体識別、 Y染色体を用いた性判定および

mtDNAの塩基配列データに関するDNA・情報を

総合的にデータベース化する作幾を既に進めて

いる（Olaisen,1997）。さらに、データの瀦皮

に閲しても解析を入札により他国の研究室に外

注するなど後合的にデータの信頼性を百詰める努

力を行っている。ノルウェーて’行われているこ

のような制度はこれから同じ制度を設立する図

にとっての見本になると考えられる。

統に、当研究所においても北西太平洋鯨類捕

獲調査 (JARPN）で採集された北西太平洋政

ミンククジラ498類、南氷洋鯨類捕獲読まま

(]ARPA）で採集された1有氷洋ミンククジラ約

900頭、に関してマイクロサテライトやmtDNAの

データを収集済みである。我が医の場合、「 I. 
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はじめにJの章でも述べたように現在日本市場

に流通する可能性がある鱗穣は多妓に上る。こ

のような鯨穏の多機性に対応するためには、ノ

ルウェーが行っている登録制度に加えて、日本

独自のシステムを開発する必要があると考えら

れる。そのためには、個体登録、穏判定、流通

管理、またそのデータベースと標本の管理lを総

合的に行う専門の機関の設立が必要になると考

えられる。この専問機関は以下の主芸員務を行う

ことを提言したい。

I ）種判定を行うためのデータベース（型配列）

の充実

2）捕獲調査、混1藍様本および主義者が抱える在

J模様本の個体登録

3）流通管理を目的とした市場調ままで得られた

標本の処理（個体の照合作3誌を合む）
4）データベースと擦本の管理ー

5）外国研究施設とのデータの交換

この機関の対象鯨滋は基本的に、穏判定に関

しては金書車種、個体識別は!WCが管理する大型

鯨とするが、個体諮問jの対象綴穫は必要に応じ

て小型鯨にもその級協を拡大する必裂があるだ

ろう。

以上を円滑に遂行するためには、少なくとも

捕獲調査で採怨された標本はもちろんのこと、

混E室長事と夜成摂本にi鶏しても個体登録の義務化

を行うことが必喜重である。 i自星空者の安心を得る

ためにも、流巡過稜および販売l時に車車種、 1fiH盤

調査かどうか、 DNA登録済みかどうかを明示

することが重要であると考えられる。義務化の

実施時期についても、今後採集された混務長まの

流巡を認めるのであればDNA解析用擦本の提

出と出荷は同時に実施することは可能である

が、在庫擦本に関しては、在民!f立にも依存する

ため、ある一定の登録時期（管理制度の実行ま

での移行期総）を設定して、それまでにDNA

受録用の標本を捻出してもらう必裂があると考

えられる。さらに、これらが厳守されているか

については、定期的に流通のモニター（市場謁

査）を行い、 fま録個体とそれ以外の姻体のii初日

を行い、現状の把握を行うことも重要である。

7.終わりに

7 

現在!WCでは、市場調主主の実施は単なる館、穏

判定による流通の判定に留まらず、北問太平洋

産ミンククジラでは市場におけるJとO系若干由
来偲体の混合率が改訂管理方式のトライアルの

オプションの一つになっており、資源管理の局

面でもその重要性を地している。したがって、

こうした分子レベルでより正磯に鯨綴あるいは

侭体を識別する作業は、今後ますます重要性を

増すと予想され、鯨類資源管理の綴点からも実

用化が急務であると考えられる。

¥J研究所てe大規模な市場調蕊を行っているこ

とは既に述べたが、同級の調査そを1999年から再

開した。その一部結果については今年オースト

ラリアてν行われた第52@11WC科学小妥民会に総

出した（Goto血 dPastene, 2000）。これらの結

果についても随時報告していく予定である。
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12 

12 

正落歪
背斜
款問
i幻影
高亙
省総
》従来

議耳
石川！
縞弁

護~
5霊知
京銀
大阪

，，飲山
兵館
山口
広島

商E
路知
寄，，，

塁塁
秘阿

佐賀
袋符
館本
音「一
ハヲロ！イプ
奴

おがJiほPAEil表3.鯨加工品の販売時の表記（ミンククジラの行でカツコ内の数字は左側がJARPN、

来と表記されていた数を示す）

ミ南ンF氷空シ洋．？ ミ太ンf平fシ洋'7 ttf:X空シヲ ；：999／予ずトウ＃シ’予＂＇コワ Pシ．？ 'lfクグラ イYイルカ マイルカ手干 その他 認十
阪b 還を＂＇ 大l悶洋 本i キ2
無し 120 48 8 2 2 3' 16 24 2 255 
シロナガスクジラ I I 
ナガスクジラ 生 4 !O 
イワシクジラ I ： 
ミンククジラ 23(2,5) 15(1 ,,) 3 2 3(0,2) 47 
ザトウクジラ I 
ヒゲタJラ 2 2 
マッコウクジラ 2 
ツチクジラ 5 
ゴンドウ 2 6 8 
イノレカ 5 2 7 
その何 I 2 

計 51 " 12 亘 L Z 旦 ＿26 36 3 341 

*I＇東シナ海製はミンククジラとき告記。
＊＇＇アカポウクジラはミンククジラと表記。コマツコウと怒不明アカボウクジラ科鯨類は密 IC祭しD

9 
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図l 南半球l'妓小型（ドワープミンククジラ）、

北太平洋、日本海および北大西洋産ミン

ククジラを比較対照群として構築した系

統樹。この図に示された標本はすべて南

氷洋ミンククジラと判定される。なお、

図中のカッコ内の数値は問じ塩基配列

（ノ、プロタイプ）を持つ個体数を示し、

⑧はブートストラップ値が50%以上の配

ii'i'を示す。

-10… 
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SHMIあ＂

00泊。

主司2 南氷洋ミンククジラ、荷半球産緩小製お

よび北大西洋産ミンククジラを比較対照

群として構築した系統1封。 lill中の擦本は

北閤太平洋産ミンククジラと判定される

が、そのうちAで示した9標本がJ系群

由来と推定された。図中のカツコ内の数

値は同じ塩基配列（ハプロタイプ）を持

つ個体数を示し、⑧はブートストラップ

値が50%以上の配置を示す。

図3 マツコウクジラを比車交対照群として構築

したその他のヒゲクジラ類の系統関係を

示す系統樹。⑧はブートストラップ値が

50%以上の配illを示す。
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「d可：~

生t::o.&Oo 

図4.ハクジラ類。

ホッキョククジラを比絞対照lifとしたハ

クジラの系統関係を表す系統!M.問中の

カッコ内の数値は伺じ鳳基配列（ハプロ

タイプ）を持つ個体数を示し、＠はブー

トストラップ伯が50%以上の配i置を示す。

≪Uo 

＂~ 0 

図5 イシイルカを比較対Pm！手としたマイルカ

科鯨類の系統樹。闘中のカッコ内の数値

は同じ塩基配列（ハプロタイプ）を持つ

倒体数を示し、＠はブートストラップ憶

が50%以上の配慨を示す。

⑫⑫φφφφφφφ⑫⑫⑫＋＋⑫⑫⑫⑫＠＠φφφφφ＠＠φφ＋＋⑫φ。。φφφφφφφφφφ⑫⑫⑫φφ

鯨に救われた猫

回中省吾（元捕鯨船砲手）

土器外れの話しではあるが、常々識かにflllいて欲しいと思っていたので、この潟を｛昔リて撲が体験し

た不思議な話しを紹介します。鋭、の話しが出るときにはよくこの話しをするんですが、文京にするの

は初めてのことで、ここで皆さんに披露して誰かの気持ちにひっかかってくれたら、あるいは大きな

話題になるんではと思いつつ書き始めました。

撲は三十年間捕鯨を自分の天職として生きてきました。その頃かねがね f鯨は毎日食べても飽きが

こない、鯨の肉には人間の細胞が、常に姿求している何かがあるにちがいない」と思い続け、今でも

そう信じており、鯨に対して特別な気持ちを持ち続けています。

現役だった頃、そのことを話したら「鯨より他に食べるものがないから、毎日食べられるんじゃー
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ないかj と一笑に付されたこともあります。また、ある会合での話しの中でこのことを述べたら、翌

日の記事にその内容として『なかには鯨の肉は人を飽きさせない蛋白笈以外の秘められた成分がある

とJ忠う、とのユニークな説を唱える人もいた』と記されていました。まことに風変わりな独善的な説、

ぐらいにしか受け取られていないのです。でも鯨のことに疎い今の世代ではこうさ初、れても仕方のな

いことでしょう。そこで僕は敢えて自分が体験したもう一つの面白い併をあげて皆さんの判断をあお

ぐことにします。

十年ももっと泌のことです。我が家に一匹の猫がいました。その猶はたまたま我が室長に迷い込んで

きた子猫ですが、主主翰にはローマ字で rcH臥KIJと記されており、体からは香水の芳香も滋う由絡

ありげな狛でした。だからいろいろ乎を尽くして餓い主をさがしましたが遂に見つからず、と言って

捨てるわけにもいかず、（捨てなかったもう一つの理由があるんですがこれは後にします）そのまま

我が家の一員として飼っていました。ところが三～四年経ち、獄の｛本の器喜子が怒くなりたびたび犬猫

病院に行くのだがどうも思わしくありません。そのi時の診察では、主主の周りのリンパ線に主主らしき物

が出来ているとのことでした。いつも夜は女房の布団の中で寝ていたんですが、遂にその中で級相を

するようになりました。それでも我が家の一民として、枕元に特設のトイレを泣き、夜中には殺相の

ないように起こしてやり、まるで孫が来たような毎晩でした。そんなある日、本当に孫が出来ること

になリ、今まで世話役だった女房が一仁京することになったんです。「さあ一大変！猫をどうしよう！ J 

伎には自信がなかったので、 ~i'iを走ったのはやはり保健所でした。

嫌ではあるが、そうする他はない。そこで保健所に屯話をしました。その日は f折慈しく受取日で

はないので来週j との理由で断られた。 ~uの地区の保健所にも電話したら「来巡の火l寝臼に巡れてき

なさし、j とのこと。女Jj}は明日立つ、それまでにはまだ日がある、捨てるわけにもいかない、そうな

れば結果は見えています。兎に角その日までは街僚を見なければなりません。

女Jj}が出かけて、いよいよ一人になリました。教わったとおりに新聞紙を小さくちぎり特製のトイ

レに敷き詰めて枕元に霞く。狛はもうぐったりして布団の中、その頃はもう体力も無くなったのか殆

ど効かない、あれほど好きだった味噌汁のだしの後のイリコも食べない、勿論キヤツトフードなど見

向きもしないのです。 fあ一、もう我が家でこのまま死んでしまうのか、平く火Ufil日がこないものかj

と忠、いながら昼食の準備をしているときでした。解凍しかけていた冷蔵庫の中の鯨肉を刺身にしよう

と思って取り出して滋く切っていたんです。ふと気がつくとそこに猫が居るんです。撲が連れてきた

党えはないから自分から出てきたに迷いありません。そこで f鯨の肉を食べるかなJと思ってもっと

務く紙のように薄く切って狛の前に出してやったんです。なんと猫はそれを食べるではないですか。

僕は慾いた。今まで侭も食べなかった猫が鯨の肉を食べたんです。沢tJjは食べなかったとj思うが、こ

の持の隊きと感動は、直接その場にいない人には怨像もつかないでしょう。一瞬、「鯨の肉には何か

があるJの思いがiii'iを走りました。

ここまで来たら、この猫が迷い込み、それを我が家の一見としたことの滋由を話さなければならな

いでしょう。もうずーと督、終戦からあまり経っていない頃のことです。中学生だった妹が友迷から

お！の子をもらってきました。｛業lま猫が大嫌いだったのでそれをその夜の内に捻ててしまったんです。

ここで僕の名誉のためにも猫が大嫌いになった現臨も記しておきましょう。それ以前、僕が小学生

の領、我が家もメス猫を飼っていました。その猫が子供を産み、その予を二階の伐の部屋の隅で育て

ていました。その可愛い子猫をどこかの野良猫が来て食べてしまったのです。食べるところは見てい

ませんが、伎が帰って部屋に入ると、ロの周りをベツタリI血でぬらし、今まで子猫の盾た場所に膝っ

ているのです。 f提は逆上しました。そこら辺りにあった取れるものは全部投げつけてその野良猫を追

っ掛けました。でも子供の撲にはどうすることも出来ずなんなく逃げられてしまいました。それから

というものは摘が大嫌いになったんです。

元に渓りますが、その捻てた猫を今度は父が捜しに行きました。伎は拾てた場所を言いましたが父

は一日中捜したんでしょう、見つけることは:±l来ず帰ってきました。妹は泣き崩れてしまいました。

2
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しかし撲は慈いことをしたとは思いましたが、さすがに「猫は獄を食う」ということは妹には言えま

せんでした。それを知らない妹はさぞE撃を憎んだことでしょう。後年になり妹は四十七歳で綴死しま

したが、その何年か前にも f兄さんは私の猫を捨てた」と言われた記憶もあります。こうした過去を

持っている撲にはこの猟を捨てる気にはとてもなれなかったのです。特に、迷い込んだその籾には、

女房がま関を開けるなり、 fニヤーンj といって駆けよってきたんだそうです＠僕はそれを閲いて一

際、妹が来たんではないかと思ったほどでした。そんな訳でその猫には特別な気持ちがあったことは

確かです。

本文に戻りましょう。兎に角、食べ物を口にしたので何とかなるかなっと一瞬明るくなりました。

それからは例のイりコをわざわざゑてやわらかくして食べさせて見たり、キヤツトフードの新しいの

を畏ってきたりしたが、やはり何を与えても食べない。そこでもう一度、鈴の冷凍肉をいつも俊が食

べる刺身よりももっと滋く切って与えて見ました。驚いたことにこれは食べるのです。三切れぐらい

食べただろうか。で、 fこりゃーいけるかもしれないJと益々明るくなりました。その時点でもまだ

垂れ流しの状態は続いたんですが、撲は鯨の車j身を我｛設することにしてその殆どを獄のほうに廻して

しまうことになりましたが、やがて猫は見逃えるほどに元気を取り戻しました。これは磁かに鯨の効

能です。だってその閥、総しか食べではいなかったんですから。そして一週向かト日経ったでしょう

か、孫の出産が無事に終り、女援が綴ってきて f猫はどうしたの？」とやはり心配だったんでしょう。

f今どこか外へ遊びに行ってるんじゃーないつJとの僕の返事に二度ひ。っくり。こうして恕わぬこと

で一命を取り戻し、外に出ていくまで’に元気になったのですが、明らかに猟は鯨に助けられたんです。

そこで伎は白頭に言った［長まには何かがある」の言紫に確信を持ったのですo 猫はベットとして飼

われて従頗なように見えますが、自活、自助力の強い生き物のようで、自分のl謡辺に対しては非常に

警警戒心が強く、その亡骸を飼い主にl立見せないとも言われます。食べ物も嫌なら残し、獲れば食べる。

いたって気侭な霊h物のようです。その動物が鯨にだけ食欲を持ったということは、更にまたそれによ

って元気を取り戻したことは、恐らく1u・；だけが知っている効能なのでしょう。その訳は倹は知らない。

元気になる基が鮫にあったとは。いや、このことは人間にも通じるものかもしれません。

鯨によってそれほどに元気になった不思議な獄の話しでした。

⑫⑫＋＜砂＠＠⑫⑫⑫⑫⑫.⑫⑮⑬⑫⑮⑫⑫⑫＠φ⑫φφφφφφ＠φ⑫φ⑫φφφφφφφ....⑫φφ⑫⑫

日本鯨類研究所溺連トピックス（2000年明～2000年8月）

北西太平洋自手見識変

6 月 6B から 7 月 5 日までの総に~新丸が、

7月11日からは第2共新丸が、北関太平洋にお

いて箆視調査に就航した。この認ままには当研究

所からは絵悶首席調査員以下2名が参加した。

第2共新丸は8月2日に迷洋水産研究所・俊務

丸と合流し、 JARPNII （第2矧北西太平洋鯨

類捕獲調主主）の餌生物調査に従事した。また、

遠洋水産研究所が実施するオホーツク海盟主；！）~問

視認査が7月14日から9月11日まで行われ、当

研究所からは、西協議席調査員が!WCオブザー

ノtーとして参加した。

第52回IWC年次会談の開催

オーストラリアのアデレード市において、 6

月12日から7月6日まで、 34ヶ留が参加して悶

際捕鯨苦言民会年次会議が開催された。

6月12日から26日まで日程催された科学小委員

会には当研究所から大綱理事長他9名が参加

し、 6月28日から7月1日まで各組会合がなさ

れ、 7月3日から6臼まで閲俄された本会議に

はさ当研究所から大隅辺事長他9名が参加した。

本会議では反捕鯨殴が多数を占める状況には

基本的には変化はなかったが、 J'ij太平行♂鯨（~貢サ

ンクチユアリー提祭が1'ci決され、鯨'lJi捕獲調査

自溺要託！？決議での反対閣のt盟主IIやRMSの早期

qぺ

υ
ー



完成を目指した決議が採択されるなど前向きの

成泉が見られた。更に2002年第54鴎!WCの下関

市開催が決議された。

第52図IWC年次会議開催に係わる広報活動

今@Iは特に反捕鯨の急先鋒であるオーストラ

リアでの開催ということもあり従来の広報活動

に加えて強力な活動を行った。

オーストラリア国内においてはパンフレツト

を作成し、アデレード市内の各家縫に配布、新

聞折リ込み広告、ラジオインタビューの秘極的

対応、記者会見のr,g催などのほか移動広告犠の

設i習も行った。

園内においては、 7月5日に「とってもいしリ

シンポジウムの開催、全悶主要JR.'IR、首都圏

地下鉄駅での「とってもいい」ポスターの掲示、

新聞紙上での怒見広告、主要週刊誌上でのxi;見

広告、週刊誌及び雑誌の誌上対談等を実施した。

第2期北商太平洋鯨類捕獲調査鉛団の出港

ニタリクジラ、マツコウクジラを新たに掠獲

調査の対象観に加え、調盗の主目的をクジラと

漁業の競合関係の解明に移行、拡充した第2期

窓の調査を実施するための調査船留が出港し

た。この調査には、当研究所からは膝綴調査団

長以下甑i時職員を合め10名が参加し、回線調査

船 f第2t1'新丸」が7月118に綴須賀長抗告埠頭、

から出港したのを皮切りに、 7月29日には調王室

母船 f日新丸Jが因島iii日立造紛（株）因島工

場岸壁から、問視線集船「奥野r丸Jが坊主主市東

北ドック鉄工（株）岸壁から、目視係集船「第

1 2立メLJ及び「第25利丸Jが下関サンセイ（株）

下関工場岸壁からそれそ＋れ出港した。

第34回水産資源管理談話会の開催

当研究所資源管波研究センターが主催する様

記会合が、 7月27日午後に当研究所会議室にお

総研通信

いて28名の参加の下で僚｛聾された。今回は、全

体テーマを「東シナ海の漁業と資j寵および窓際

関係」とし、 3名の講師が発表した。水媛庁西

海区水産研究所の時村宗春氏は f資源、漁業及

び研究の概要J、水産庁漁場資滋諜の鈴木良太

郎氏は rs中、日韓漁業協定の概要と今後の対

応Jを、水腹庁九州漁業調務事務所の古屋廃一

氏は「取り締まり状況と海域利用の変化Jと題

する話題を提供し、それらの話題について活発

な質疑応答が行われた。

第52回IWC年次会議報告会の開催

当報告会が網走市、札幌市、仙台市、牡鹿町、

東京都、千葉県和田町、太地町、大阪市、福岡

市で8月4日から 9月19日に掛けて開催され、

'3研究所から大隅現事長、村上専務理事、猪話番

理事、山村理事が参加した。

当研究所・評議員会・理事会の開催

8月10日に当研究所会議室において、評議員

会及び理事会を関催し、平成11年度補正予算

（案）並びに平成11年度事築計闘一部変斑（築）

を審議し、原案通り可決滋認された。

なお、理事会においては、評議員JII本省自氏

の辞任に伴うJII日恭一氏の評議員就任の件が審

議され、 8月10臼付けで同氏が就任することが

承認された。

夏季合同水産記者会見の僚催

8月11日当研究所会議室において水産記者ク

ラブメンバー13名の参加を得て会見が行われ、

大防政事長から今年上半期の活動報告、 CITES

会議及び52IWC会議の状況報告等を行うととも

に科学技術顧でのil!l体識別技術の開発状況等を

説明した。また、各1盟事から広報活動及び

JA丑PNII （第 2持l北西太平洋鯨類捺獲調査）

の調査内容について説明を行った。

日本鯨類研究所関連出版物等（2000年明～2000年8月）

［印刷物］

当研究所： A DYSFUNCTIONAL BODY THAT NEEDS叩 BEFIXED.官官 Instituteof Ce同ce田
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Research, 2000/6. 

2当研究所．鯨研通信406.28pp.日本鯨類研究所，2000/6.

当研究所 とってもいい。海の幸に感認する会｛日本線類研究所・日本捕鯨協会）， 2000/6. 

当研究所・（新聞広告）ミンククジラは銃密です。読売新聞，2000/7/3.

当研究所 （新聞広告）ミンククジラは\Mt~です。日本経済新聞， 2000/7/3.

当研究所 （新関広告）ミンククジラは盟2主です。東京新聞，2000/7/3.

当研究所 （新路広告）ミンククジラは談窓です。毎日新関，2000/7/3.

当研究所 （新郎広告）ミンククジラは銃密です。産経新関，2000/7/3.

当研究所・ （新潟広告）ミンククジラは¥Mt1蓄です。立耳目本新開，2000/7/4.

当研究所．（新関広告）ミンククジラはl!lt1ilです。初日新llll,2000/7/4. 

当研究所・（雑誌広告） 76万頭。ミンククジラはl!lti主です。週刊新潮，2000/7/6.

当研究所．（雑誌広告） 76万頭。ミンククジラは＇＆＇$です。週刊文春， 2000/7/6.

当研究所 （雑誌広告） 76万頭ロミンククジラは盤密です。巡刊朝日，2000/7/14.

当研究所。（新聞広告） fとってもいい」シンポジウム紙上探録 役界のクジラは本当に減っている

のに朝日新聞，2000/7/20.

当研究所：（雑誌広告）地球の生態系と捕豊富問題の最新事情 クジラが悶えすぎると、地球はどうな

る？ 対談小絵正之×長EEli者定。週刊文春，2000/7/27.

松岡緋二：鯨類捕ま盤調査における海洋観謝。鯨研通信406：・1-10,2000/6. 

Mogoe, T., Suzuki, T., A田da,M. Fukui, Y., Ishikawa, H 四 dOhsum1, S. ・ Fune柱。nalreduction of the 

southern minke whale (Ba/aenoptera acutorostrata) testis during the feeding season. Marine 

Mammal Science 16(3): 559-569, 2000/7. 

Ohsumi, S. Q&A Minke whales町eabundant τhe Japan Times, 2000/6/30. 

大綱f占治．インタピュー （財）日本鯨類研究所大階的治環事長鯨類の効果約な保存と合理的利用

を考一える。 SEIKAI,2000/7. 

大隅浴治：臼本海セトロジイー研究会綴問就任に際して 研究会の更なる発展を期待する。セト

ケンニューズレター，2000/8/25.

大谷誠司：いち編集委員のお願い。 i)j王手、，2000/6/25.

［学会発表］

おJII 創・函111：』茂利：臼本における海の時ttl乳類の現状と人間との関係。第5回日本野生動物医学会大

会シンポジウム， 2000/7/3.

｛第52図IWC科学委員会関係会議提出文議］

Brownell, RL, Perrin, W.F., Pastene, LA, PalsbρII, P J, Mead, J.G, Zerbim, AN, Kasuya, T. and 

Tormosov, D D・Worldwidetaxonomic s回加sand geographic distribution of minke whales 

(Balaenoptera acutorostrata and B. bonaerensis) SC/52/027 13pp. 

Go卸， M 叩 dPastene, LA: Results of molecular genetic analyses of whale products collected仕om出e

Japanese re祖iimarkets in 1996 and 1999/2000 su四 eys.SC/52/SD7. 2lpp.+ Appendix 11pp. 

Goto, M.田 dPastene, LA: Re-es出回目onof血emi話ngpropor世onof出eγ 田 d 'O’stocks出 ing

alternative sir泌E回目on.SC/52/RMP6. 9pp. 

Goto, M. and Pastene, LA: A note on additional mtDNA analysis on wes恒mNorth Pacific mmke whale 

using JARPN samples. SC/52/RMP7. 12pp. 

Rak師 ada,T.田 dFujise, Y.: Repo託 ofan experiment on alternatrve sarnplmg methodology performed 

du出 g血e1999/2000 JARPA survey. SC/52/019. 6pp. 
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Hak町nada,T. and Fujise, Y ・ Further ex田mnationof morphological heterogeneity担 NorthPacific 

minke whales collected during血eJI収PNsu四eys.SC/52/RMP16. 5pp. 

Ins邑旬teof Cetacean Research.: Research activi世田 of出eInstitute of Cetacean Research侭AICR)May 

199£トMay2000. SC/52/06. 30pp. 

Ishikawa, H, Murase, H, Tohyama, D., Yuzu, S., Ohtani, S., Mogoe, T., Masaki, T., Kimura, N., 

Ohshima, T., Konagai, T., Asada, M., T：ホ：euchi,J.叩 dk加oshi同， t C問 ise問 portof出e

Japanese Whale Research Prog回munder Spec凶 Permitin the Antarctic GARPA) Area N 

田 deastern part of Area E加1999/2000.SC/52/020. 25pp. 

瓦a加， H.and Fujise, Y.: Dwarf minke whales; Morphology, growth and hfe history with some皿 aly田 son 

morphome仕icvariation田 ongthe diffe聞社forms四 dregions. SC/52/0S3. 30pp. 

瓦im,Z.G., Sohn, H., Yoshida, H 四 dBaik, CI Pre出mnaryreport of Korean whale sighting survey 

conducted under Korea-Japan joint pilot rese町・chpl叩 iI】sum皿er2000. SC/52/RMP22. 7pp. 

Matsuoka, K, Hakamada, T 皿 dN1shiwaki, S: Current abundance and density trend of humpback 

whales in the A1由rcticArea N using JARPA da也.SC/52/IA2. 14pp. 

Matsuoka, K, Murase, H , Nish1w誌i,S., Fukuch1, T and Shunada, H Development of a re位ievable

sonobuoy sys包mfor whale sounds recording in polar region. SC/52/07. 7pp. 

Matsuoka, K, Watanabe, T, Ichii, T., Shimada, H.阻 dNishiwaki, S : Large whale distribut10ns in 

relation to血esouthern boundary of the ACC in the An也rcticAreas N四 d田EusingJA宜PA

1997/98 da也 SC/52/E4.15pp. 

Murase, H., Matsuoka, K., lchii, T. and N1shiwaki, S. Relal!onship between the distnbul!on of 

euphausiids and baleen whales in the Antarctic examined using JA丑PAda担.SC/52/E5. 

18pp. 

Nishiv四ki,S.: Perfoロnanceof biopsy skin岨mplingfor minke whales during血eJARPN and JARPA 

surveys us田g!CR air gun. SC/52/05. 8pp. 

O泊mura,H.,Ma包uoka,K., H母国mada,T., Oka団組，M 田 dMiyashi回，T・官官GAM-basedanalyses on 

出edens均 indexof minke whales in血eJARPN survey. SC/52/RMP3. lOpp. 

Pastene, L.A.田 dGoto, M.: Mitochondrial DNA analysis in minke whales from Antarctic Areas V and 

IV. SC/52/IA3. 12pp. 

Pastene, L.A., Goto, M., Abe, H, Nishiw：必ti,S. and PalsbGll, P. Genetic diversity of humpback whales m 

the Antarctic feeding ground exammed by mitochondrial DNA and microsatellite. 

SC/52/IA4. 16pp. 

Pastene, L.A.阻 dNishiw必， S. Oversight for the 1999 No巾 PacificBryde's whale sigh也gsurvey. 

Appendix！ρdoc. SC/52/RMP9 by Shimada, H .. 2pp. 

Shimada，紅.， Nishiw誌i,s.四 dKato, H.: Proposed research pl阻 forthe 2000/2001 !WC/SOWER 

/ANTA宜encロuiseincluding a blue whale survey component SC/52/023. 4pp. 

T田nu四， t 叩 dOhsum1, S. Regional assessments of prey consumption by marine cetaceans in血e

world. SC/52/E6. 42pp. 

Zeni旬血， R,Fu11se, Y., Okamu四， H.阻 dKa旬， H:Fur世田re羽 田mationof出edistribution of western 

North Paci日cm加kewhales applymg a logistic regression analysis for reproductive da匝

collected by the JA丑PNsurveys. SC/52／豆MP17.Spp. 

｛第52盟IWC科学委員会関係作業文言書］

Bj0rge, A, Fujise, Y., Kawahara, S., K四hn,P. and Reijnders, P.: Draft commen白曲目leJARPN II on 

pollution-related issues. SC/52/E WP6. 
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Goto,M.四 dPastene, LA: Geographical distribution of]叩 d0 stocks products in Japan. SC/52/WP16. 

Ha旬2品目，S田 dFujise, Y.: Comments on SC/52/WPll. SC/52/WP17. 

Hatanaka, H，阻dOhsumi, S: Review of scientific validity of the proposal of South Pacific whale 

S四 ctuary.SC/52/WP3. 

Pe古田， W F., B回目ngton,M., Brownell, R, Butterworth, D.S., Cooke, J, Gearin, Ichii, T., K凶， Z.G.,

Kock, K-H., Leaper, R, Monsh血，J, Ohsumi, S , Punt, A.E, Rog阻， E,T：回mra,1仁，τhiele,

D.加 dWall.oe, L.: Report of Inte問 ssionalEmail Working Group to draft terms of reference 

for consideration of competition between fishenes田 dce阻ce皿 sSC/52/E WP4. 

Tamura, T. and Kawahara, S.: Data and samples for feedmg ecology study in出epast commercial 

whaling田 dscientific permit祖kesUARPNJ. SC/52/WPl. 

［放送・講演］

ゲツトマン rン・ !WC規制下でのマーカーの捕鯨活動。北方民族博物館， 2000/7/29.

猪瀬侃紀 C口ES第11回締約図会議報告会および第52問!WC事前説U}j会。太池町公民館，2000/5/31.

務綴侃紀ー CITES第11悶締約図会談報告会および第521ヨ!WC事前説明会。名古屋市中央卸売市場市場

内庁舎会議室主，2000/6/1.

猪瀬侃紀 第52回!WC報告会。仙台市勤労者体脊館会議室主，2000/8/28.

猪 綴 侃 紀 第52凹!WC報告会。牡鹿符公民館，2000/8/29.

村上光由ー CIT宮S第11回締約限会議報告会および負1¥52沼!WC事前説明会。和田町コミュニティーセン

ター，2000/5/23.

村上光由 CITES第11回締約図会議報告会および第52回！WC事前説明会。札桜中央水腹（術会議室，

2000/5/30. 

村上光臨 CITES第11回締約回会議報告会および箆52回!WC事前説明会。網走市役所，2000/5/31.

村上光由 第52図!WC報告会。名古展市中央卸売市場市場内庁舎会談笈， 2000/8/29.

村上光由第52回!WC報告会。太地町公民館，2000/9/19.

大隅治治 CロES第11回締約問会議綴告会および第52＠江WC事前説明会。東京都築地市場内東京都議

堂，2000/5/22.

大隅fll治 cπ主S第11凹締約図会談報告会および第52回!WC事前説明会。大阪市中央卸売市土器大ホー

JIノ， 2000/5/29.

大隅消治 CITES第11凹締約国会議報告会および第52回!WC事前説明会。福岡市中央卸苑市場会館会

談窓，2000/5/30.

大隅m治 日本人とクジラ ー近世主Ii鯨の廃史一。品川歴史館，2000/7/22.

大 隅 消 治 第52閏!WC報告会第2矧北関太平rt-街、銭高llll！：調資事淡について。和IEUIJコミュニティー

センター，2000/8/4.

大隅r占 治 第52凹!WC報告会第2）羽北西太平洋鯨鎖捕獲調査事業について。東京都築地市地内東京

者＇ 8~'.'il:. 2000/8/22. 

大隅f占治・第52凹!WC報告会 第2矧北西太平洋鯨綴捕獲調査司王3誌について。網走市漁業協同級合会

議室，2000/8/31.

大隅r白治・第52回!WC報告会 第説明北西太平洋鋭、主貫主Ii獲調査事業について。札鋭市漁業協同総合会

議室，2000/9/1.

山村和夫 CITES第11沼紛約国会議報告会および第52@1IWC事前説明会。 i1li台市中央卸売市場会議

主主， 2000/5/31.

山村和夫： CIT宜S第11回締約悶会議綴告会および11¥52回!WC事前説明会。牡鹿lltr公民館，2000/6/2.

山村和夫 第52図!WC報告会。福岡市中央卸売市場会館会議議，2000/8/24.
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山村和夫：第52回!WC報告会。大阪市中央卸売市場大ホール，2000/8/25.

［新開記事］（日鯨研所蔵記事ファイルより抜粋）

鯨研 6日から鯨肉1843トン販売へ南氷洋調査捕獲副態物みなと新郎 2000/6/5.

・日鯨研調資副産物を販売南氷洋ミンク鯨439頭・水産タイムス 2000/6/5.

・改訂管理制度に総カ !WC年次会議へ対｝；1;方針： El刊水産通信 2000/6/5.

南氷洋鯨類調査副産物 1843トンを販売へ 日干u水.illfi樹首 2000/6/5.

・大阪でも説明会大日本水産会日本捕鯨協会 国際漁業悩勢で．日刊水産絞済新開 2000/6/7.

・RMSの完成求める 水産庁が!WC年次会合で方針北西太平洋で調査も：みなと新rill2000/6/12. 

・間際盤筏下の商業捕鯨に理解 !WC事務局長： El本経済新lllJ2000/6/13. 

商業捕鯨復活も !WC事務局長 悶際的な監視下で：北海道新開 2000/6/13.

商業捕鯨再協は図縫 !WC会合始まる 主主百の立場回定化・朝日新i濁 2000/6/13.

・事務局長の捕館容認発言解禁論議活発化 !WC機能不全で危機感．みなと新聞 2000/6/14.

鯨の資源盤は盤寓です 鯨研が疑問に答えるバンフ作成・日刊水産ー通信 2000/6/15.

・調査捕鯨を隠紫として追認 !WC事務局長盤拡大には反対みなと新聞 2000/6/16.

・商業捕鯨再開容認発言事務局長の個人的見解 グリーンピースが反論・みなと新開 2000/6/16.

・サンクチュアりは条約違反 大日本水産会が英文広報でアピール 日干u水産通信 2000/6/19.

「調資捕鯨Jの追認へ !WC事務局長 妥協のポイント強調．伝子日水産絞済新聞 2000/6/19.

・日本の段、類調査中止訴え 思際動物保滋基金米紙に怒見広告：日刊水産経済新総 2000/6/20.

・忘れていないか鯨の捕食鯨研がパンフで由々しい問題と訴え・日刊水蔵通信 2000/6/21.

. 21世紀クジラが人類を救う 7月5日に海の幸に感謝する会“とってもいい”シンポ開催 日f!J水
産経済新lllJ2000/6/28. 

・座談会 モラトリアム解除へ、前進目指せ！！ 7月3Elから！WC年次会議：日刊水産経済新聞

2000/6/28. 

. 2000年・捕監事討論会水産庁対グリーンピース 反捕監事は反綴筏・反文化的活動・日刊水産経済新

聞 2000/6/28.

・国際捕鯨委総会 あす閲:illr管理「禁漁Jl/ll深く：産絞新聞 2000/7/2.

－捕鯨禁漁区の新設巡る採決へ !WC総会きょう関議事：日本経済新rm200017 /3. 

・冒頭から火花蕊州で!WC総会開幕．北海道新聞 2000/7/3.

－商業捕鯨巡り!WCなお機 きょうから本会合・朝日級協 2000/7/3.

－日本と反捕鯨園 冒頭から火花 !WC総会関務：河北新報 2000/7/3.

－きょうから!WC年次総会南太平洋の掠鯨禁漁区設定焦点に：東京新｜調 2000/7/3.

・2詰52図!WC本会談が開幕森本政府代表 白頭、会議の正常化訴え：日刊水産経済新聞 2000/7/4.

. !WC科学委 ミンククジラ滅少の可能性 日本の主践と対立北海道新聞 2000/7/4.

. !WC科学委が頭数減少の見方 日本は反論．西日本新聞 2000/7/4.

－南太平洋での捕鯨会函禁止を否決 !WC総会 11ヶ国が反対：日本経済新聞 2000/7/4.

「クジラ塑域拡大J否決 !WC総会 日本にカリブ務医賛同：産経新聞 2000/7/4.

ニュースキー2000 荷染捕鯨再開へ道迷く 日本、数字で地加強調 袈域化拡大狙う欧米：毎日新

聞 2000/7/4.

!WC総会開講商業捕鯨再開など討議 El本RMS早期合怒促す・みなと新聞 2000/7/4. 

クジラ禁漁区設霞案を否決間際捕鯨委：初日新聞 2000/7/5.

－南太平洋サンクチユアリ提案を否決 賛成18、反対11ヶ国 !WC本会議．日干！J水産経済新1m

2000/7/5. 

南太平洋サンクチユアリ案を否決反対11で日本、関止に成功：みなと新聞 2000/7/5.
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・日本の認査捕鯨に自粛勧告 !WC総会で可決．日本経済新関 2000/7/6.

・!WC本会合反対決議採択 日本の調査披露車説日新開 2000/7/6.

－南太平洋の墾域主主を限i上 !WC総会、ミンク50~買は否決．臼刊水産返信 2000/7/6.

. !WC本会議 日本の主張浸透サンクチュアリ設置提築否決 日刊水産経済新開 2000/7/6.

・!WC総会認資捕鯨の自粛要求下野新関 2000/7/6.

日本の捕館地域救済を決議 !WC総会捕獲枠50鎖は否決：みなと新聞 2000/7/6.

・5本前途多難な商業捕鯨文化の迷い、妥協なし下野新聞 2000/7/7.

・!WC年次総会閉幕 中陸、日本の主張に理解・日本経済新聞 2000/7/7.

・RMSの決定は先送りに !WC総会、捕獲調査自粛を決議：日刊水産通信 2000/7/7.

・捕鯨E自反事ii鯨閣議論、噛み合わず鑓52回!WC本会主義が閣議事 日時水産経済新聞 2000/7/7.

鯨テーマのシンボに600人米i翠会長バランス考え適切利用を．みなと新聞 2000/7/7.

. !WC総会捕鯨得隠進展の兆しも 次閉日本側寵向け収機：読売新関 2000/7/8.

“とってもいい”クジラシンポ猪瀬氏反捕鯨国の矛盾を指摘・水産タイムス 2000/7/10.

・持続的利用へ一定の前進森本!WC政府代表：みなと新聞 2000/7/13.

!WC 持統的利用派が前進森本コミッショナーが帰国会見・日刊水酸通信 2000/7/13.

・2富2矧北源太平洋鋭、類調査船団が出港 i魚芸員との競合関係など解明へ 日刊水産通俗 2000/7/31. 

北西太平洋監事類議査船鴎 第2期潟資へ出港対象にニタリ、マツコウ加え．みなと新聞 2000/7/31. 

日新丸船長5が出港29臼 北西太平洋で第2期調査鯨類捕獲： 1ヨ刊水底経済新聞 2000/7/31.

・日米外相対北級鮮で連携米、調査捕鯨中止を要訪朝日新聞 2000/7/31.

日本の調査捕鯨米均三主主大に懸念 国務長官、制裁に言及： iヨ本経済新関 2000/7/31. 

・第2期北西太平洋鯨類調査へ向け日新丸が悶島出滋 複数程一括管1盟など新調査に期待：日刊水産

経済新聞 2000/8/1.

調査捕鯨枠拡大に反発米、対日制裁を検討米紙報道：読売新聞 2000/8/1.

・調査捕鯨は必要 谷民主水欄： ilE絞新開 2000/8/1.

調宏事Ii鯨拡大米、対日制裁を示唆度経新聞 2000/8/2.

. Whaling e却e比Japanshows teeth after years of media, NGO mauling : The Daily Yomiuri 2000/8/2. 

調査捕鯨拡大 米、対日制裁を示唆「強く反対j溺務省、異例の声明：産経新潟 2000/8/2.

・調査捕鯨 室隠沖でもウオッチに~軍事？地元悶惑 水産庁は f両立可能J 北海道新聞 2000/8/2.

米の調査捕監事批判は疑問 貿易制裁なら大閣のごう慢 日本主白書車協会：みなと新開 2000/8/3.

f対毘制裁検討をj認査捕鯨米上院議員が声明産経新関 2000/8/3.

・日米“鯨摩擦”の気配調まま対象種、拡大で 米 f翰入伽j線jffjj裁も：読売新聞 2000/8/6.

北西太平洋鯨強調ままが出港 2共耳目はニタリ対象 水産タイムス 2000/8/7.

・保護対象鯨捕獲すれば報復も 米階務長官・みなと新潟 2000/8/7.

鯨類調査、政府一丸で継続決定 日引j水底経済新聞 2000/8/7.

・捕獲調資、 j額調に推移 大関・鯨研理事長ら会見 日刊水戸工経済新i羽 2000/8/15.

大橋鯨研理事長 今年上半期の活!li!Jを総指北西太平洋潟査溺々と進める：みなと新聞

2000/8/18. 

北西太平洋j漬溺な捕獲鯨研幹部が会見務綴的広報活動に反撃事：みなと新路J2000/8/18. 

・新北西太平洋鯨類捕獲調まま 圧力の中で粛々と 鯨研の大需品壊事長らが記者懇談・日刊水産通信

2000/8/18. 

「捕獲調査粛々と実行J街、研・大隅理事長が決：＠：表明：水産タイムス 2000/8/21.

. 23～24日子ども霞ヶ関見学デー 水産庁も楽しいイベントを実施：日刊水産通信 2000/8/21.

米が猛反発調査術館、に「絶滅危機jのクジラ追加：朝日新聞 2000/8/24.

現実的ではない米関の対日制裁 小松水産庁参事官 !WC会談で報告：日 ]'IJ水産経済新rm

19-



随時f通 信

2000/8/24. 

－調査捕監事に反発対日制裁を警告戦日新関 2000/8/30.

・日米漁業協談も中止米、調査捕鯨拡大に抗議経済制裁検討官房長官が巡絡を表明：日本経済

新na20001s13i. 

｛綾誌記事］（臼鯨研所蔵記率77イルより抜粋）

－内外食品率的アラカルト 密総、密漁防止にクジラの“戸籍づくり”・食の科学 2000/6/15.

・第52図!WC年次会合（6月12～7月6日）持活俄 持続的利用・科学的根拠のE重視など主張：水産t世界
2000/6/15. 

「とってもいいj シンポ隠僕：大水ニユースレター 2000/6/23.

環境問題：録制の網をすり抜けるクジラ製品 日本が笑施している調査捕監事の弊害について．

NATURE 2000/7 /20. 

（窓見広告）地球の生態系と捕鯨問題の最新事情 クジラが増えすぎると、地球はどうなる？長田

洛左／小松正之：返刊文春 2000/7/27.

・第2綴北西太平洋・鯨類扱1盤調査船団が出港・水滋世界 2000/8.

・従来の両様化状況が変化も 第五二箆!WC年総会が鈎若手．水産世界 2000/8.

意事類持続的利用認める流れ箆52回!WC会合終わる RMS早期完成を決議漁裁の慾 2000/8/15.

・総力ワイド もう、ぼくらはダマされない！！ もう食べられないのか。 f鯨は絶滅寸前j はウ

ソ？ホント？．週刊SPA!2000/8/16・23.

京きな魚（編集後記）

暑かった夏も持者々去ろうとしています。茄だ

る暑さの中での巡勤持には北太平洋で調査中の

仲間を談んだりもしましたが、今年から始まっ

た新しい捕獲詩書留十函 OARPNII）では、綿零度

まで周遊するミンククジラだけでなく、 "JI.郊で

も温帯水主主に留まっているニタリクジラも調査

対象になったことから、湿気と高揚に悩まされ

た日の方が多かったというのが実慾のようです。

ニタリクジラやマッコウクジラが洋上で処理

されるのは20年振りのことですが、採:!l\liiii~霊の

拡大に対して、特に大統領選挙を授えた米包で

は環境保護グループへの配慮もあってか反発が

強まり、クリントン・ゴア政権は米国200海盟

内から呂本漁紛を追い出すとの制裁措置まを発表

する等の強硬姿勢をとり続けました。幸い水産

庁始め外務省そして森首相自身も米留の不当な

脅しに動じることなくきちっと対応して下さっ

たお陰で、言語査員や乗組員が動揺することもな

く粛々と謁査を実施することができました。

ミンククジラより大型のニタリクジラやマツ

コウクジラを捕獲して解剖するのは、大半の梁

20 

組員にとって初めての経験でした。心配された

技術上の課題も乗組員の努力と創怒ヱ夫で克服

され、 9月21日に元気てF戻ってきました。

“鰐｛に救われた猫”の街中省吾さんは、捕鯨

砲から発射された絡に関して fEB中の弾道学J

という表現が今に伝えられているほど理論家と

して知られた捕鯨紛砲手で「鈍物語」という箸

j！）：もあります。捕鯨銘iの弾道ほどには理論的な

話ではないかも知れませんが、；＼！例が重なれば

科学の世界となります。問じような経験を持っ

ておられる方がおられましたら街I一報下さい。

DNA分析技術は日進月歩、生であろうと加

工されていようと数グラムの肉片（骨や髭でも

可）があれば、その種はおろか、何日、どこで

捕獲された倒体であるかも解る時代になってき

ました。定霞網に混1堕された監事類の市場流通が

認められない理由のひとつに密漁によるものと

の区別が出来ないことが挙げられていますが、

DNA分析技術の応用によって解決される日が

来るのもそう述くないと思っております。

（山村和夫）
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